
NEWS LETTER
vol.16
2021年 07月

個人の市場価値の向上と生涯成長を支える

株式会社人財アジア 定期ニュースレター
岡村の最近の注目ニュース ビジネス予備校近況リポート B-EAT会活動報告

このまま日本は落ちていくんだよ、と自虐的な気持ちになっていないでしょうか？

私は、久しぶりに日本の将来に明るい兆し（の芽）を見つけ、とても前向きな気持ちです。

数年前、日本企業で働くアジア籍の若手に、「先生！落ちていく国で学んで何の意味があるのですか？」と言われ、ショックでした。
海外居住者やグローバル企業人には既知の日本の現実です。外から見れば明らかな日本の競争力の劣化が、中にいるとなぜ気づけない
のか？！！ゆでガエル状態（知らないうちに茹で上がってしまっている状態）を知らしめたい焦燥感にかられました。

それが遂に、“どうやら我々の好きな日本は、随分とまずい状態にある” と気づく人が増えてきたのです。現状を的確に認識すれば、
変革の思いが生まれ行動に繋がります。これこそが、明るい将来の予兆。

既に、変化は始まっています。人財アジアはお陰様で今月設立９年目に入りました。短い期間ですが、それでも研修参加者の意識の変
化の大きさに驚かされます。かつては、グローバル時代に活躍できる人財とは？と投げかけると、日本を出る気はないし・・と冷めた
反応が主流でした。いまは、海外勤務の希望はないが外国籍の同僚を理解したい、いずれは伸び行く海外と関わりたい、一度は勤務し
てみたい等、動機は異なれど、“広い世界を知りたい意欲” は格段にあがっています。

大谷翔平選手の目覚ましい活躍は、世界に真剣に目を向ける人財が増加しつつある日本から生まれた必然の結果ではないでしょうか？
その前向きなコミットメントから生まれるエネルギーは、同じプロとして進化を目指すビジネスパースンに示唆を与えてくれます。

市場価値（＝稼ぐ力）＝スキル Ｘ 実績 Ｘ 変革心 Ｘ 気合

皆さんの潜在的なスキルや実績はご自身が思うよりはるかに高い、それがグローバルビジネスの現場で勝負してきた私の実感です。も
う会社でさんざん改革案を出してきたけれど疲れたよ、などといま言っていては相場観が悪い。あなたの実現したい理想に向かって明
るく邁進する！これからがチャンス。老婆心ながら、“言いたいことを言え、でも好かれよ！”・・言い方には工夫しつつ、自らの思い
にこだわっていきましょう。
本日ご寄稿くださった成川さんは、日本の伝統的銀行・企業で経営に従事され、その後も世界でアクティブに活躍されている方です。
次世代のために、自己変革を語りかけるご姿勢を私はいつもRESPECTしています。

What s up?

（EAT代表　岡村 進）注 )この隔月ニュースの内容をさらに充実させ、発信していきたいです。メールアドレス等の変更は総務企画までお知らせくださいね！

ここ数か月、積水ハウス地面師事件に端を発した新旧経営陣の対峙、
東芝をめぐる長期的な経営問題、オリンピック開催に関する焦点の定まらない議論、
ワクチン接種の情報開示の遅れ等々の報道を耳にし、さらにその報道姿勢を疑問視する声にも触れ、
おしなべて権威あるものへの世間の不信感が急速に高まっているのを感じます。

むしろ逆のタイミングだとお伝えしたい。
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コロナによって
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特別寄稿およびWhat’ s up?　に掲載して下
さる方を募集しています。ご希望の方は事務
局までお問合わせのほど、お願い致します。

元みずほ銀行常務取締役
元新日鉄興和不動産株式会社
代表取締役社長　
成川　哲夫　氏
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B-EAT
6/10 ミャンマーの現状と今後　オンライン交流を実施

ビジネス予備校の OB/OG による地域を超えた繋がり

What s up?
大格　康平
KOUHEI OKAKU
EATビジネス予備校 
福岡クラス（1期生）
九州電力株式会社
熊本支店

EATの福岡クラスを卒業してから３年。振り返ってみると、
EAT で学んだことが自分の中で確実に活きていると感じる
場面もある一方、最大角度で成長しているのだろうか、もっ
と学びを活かせるのではないか、と反省すべきことも多々
あります。今年度からは「若手向け Next３ Years 講座」
に参加させていただいており、同年代の方々と講義を通し
て刺激を受けています。今後も継続的に EATで学び、成長
していきたいと思っています。

皆様こんにちは！　EAT 東京 6 期生のゼィンです。日本に滞在して 4 年弱になりますが、残念
ながらミャンマーのことをあまりご存知ない日本人の方がたくさんいます。クーデターになっ
て、新聞やニュースで報道されてからミャンマーのことが知られたと思います。実はこういう
ことで知られたくはなくて、我々の努力や能力を皆さんに知ってもらいたいので悔しく感じま
す。西垣社長の講演会で少しでもミャンマーの良さが分かったら非常に嬉しいです。ご手配く
ださった 6期幹事皆様にも感謝します。
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あ
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